
１遂

報 告
ぽ女墨樽。

箪職。１牽 洲

全身麻酔中に心停止を呈した冠撃縮佳狭心症の３症例

’東京女子医科大学東医療センター卒後臨床研修センター

２東京女子医科大学東医療センター麻酔科 （指導：州真田美棚子教授）

イ ノ ウ エ ヒ ロ ア キ ロ 遷 １３ マ キ コ オ カ ダ ッ バ 労 ツ カ そ ト カ チ コ

井 上 箆 章㌧ 小 森万 希子２邊 岡 田 翼２。 塚 本加 奈子２
ニ シ ヤ マ ケ イ コ コ ン ド ウ イ ズ ミ 労 ワ マ タ ミ ワ ロ

西 山 圭 子２。近 藤 泉２ 州１真 田 美和 子２

（受理 平成２亙年５月８臼）

Ψ淡ガ簿澄 禦 敏始双辻§ 概量施 Ｃ＆ｒ砥級ｃ 瓜緊災鱈就 巫双鯵 施 ｙ級ｓ⑪蟻抄級鋭 虻 瓜懇敏醐級砥秘赫鰍蟹 Ｇ懇鰍＄ｒ釦 瓜懇鍋 漉 鍋 瞼

獺童蜘 畿賊 亙Ｎ⑩Ｕ亙１争 蝸級賊 隆⑪ Ｋ⑬ 班⑩厭疋串π 鋼鉦 鎚繊 ⑪亙 瓜独瓜
２
害狐級搬級妓⑪ 丁§Ｕ亙 瓜 逝 ⑪π⑪

２
苧

猛侵籔⑪ 狽 蝿 蕊夏Ｙ 瓜 醐 瓜
２
里
挽幽搬童 荻⑪洞⑭⑪

２ 狐昼 遡量珊級妓⑪ 荻瓜 珊 瓜 逝 瓜双 孜
２

王Ｍ 紬 樹 符 ぬｉ荻ｇＣ鋤 廠 ｆｏｒＧ蝸 砒 就ｅｓ，丁 眺ｙｏ
Ｗ＝ｏ 鵬 肌’ｓ Ｍ 紬ｃ銚 晩１ｖ航ｓ虻ｙ Ｍ 紬 ｃ銚 Ｃｅ雌ｅｒ 臨ｓｔ

２Ｄ 印 雛 腕 ｅ鮒 ｏｆＡ 鵬ｓ 雌 ｓ１ｏぬ 駆，
丁破ｙｏ Ｗ◎幻αｅ 泌 Ｍ 鮎 ｃ創 晩１ｖｅｒｓ虻ｙ Ｍｅ 砒 創 Ｃｅ 触 ｒＥａｓｔ

Ｗ８ 曲ｓｃ施ｅ３ｐ就１ｅ鮒ｓｗ 紬 雌ｅ一搬ε就鋤楡蟹 狐血ｙｔｈ赫鵬 狐昼 鮒 砒ｃ雛 欄ｔｃ搬ｓｅａｂｙｃｏｒｏ鯛ｒｙｖ㈹ｓ脾 醐

砒 曲 鵬 鋤 鋤１ｐ１鵬 鋤ｄ鮒＆１鋤ｅ搬ｅＳ嵐

聾磁 胎 雄 盟葦 Ａ ５９－ｙ蘭 篶ｏ蝸 双ｏ㎜ 狐 ｗ 船 ｓｃ旋 釦１純 施 醐 昼鉗 馳 猛 蛙ｐａ旋ｃ的 ｍ 皿 Ｄｅｓが 旋 ＆ 嚇ｓ施 町 ｏｆ 狐 蟻独泌，ｃ狐一

砒 脱 ｃ説 旋ｔｅｒ五ｚ説亘ｏ孤 ｓｈ⑪双 純 双ｏｓ㎏虹 旋 搬ｔｃ破⑪蝸ｒｙ 就 鋤ｏｓ量ｓ．Ａ 醐 銅 鋤 曲 破 餓ｓｅ 瞼 削ｏｏｄ ｐ鵬ｓｓ雌８，
Ｑ艮Ｓ 興ｏ１ｏ脹

騨ｔ肋苧鋤
ａｓｅｖ搬 ｂ蝸 的ｃ鮒 砒 ⑪ｃｃ鮒 純 蝪 ㎜１双娩ｓ 搬ｅ更１㏄１ｓ娩， 醐 破 晦

赫 ｃ雛 砒ｃ 雛亙鵠むＴｈε 賦１ｅ鮒 ｗａｓ

敏 沢双 ８ｐｉ鵬 ｐ厳ｉ鵬 狐 ｄ ｃ＆出 抵ｃ 鰯 鵬ｓａ駅． Ｃ破ｏ鵬ｒｙ ｖ鎚ｏｓ興ｓ鰯 ｗ＆ｓ ｓ鵬 醍ｃｔｅｄ． Ｄｏ 脾 ｍｉ鵬 ｈｙ 虹ｏｃｈ重破 紬ｅ 鋤 組

至ｓｏｓｏ 曲ｉｔｅ ｄｉ赫 症 就ｅ 双ｅｒｅ 蟹量ｙｅｎ ｂｙ 亘鮒 臓 ｖｅ泌ｏ鵬 圭搬 泌ｓめ狐．
Ｃｏｒｏｎ 雄 ｙ 血ｅ搬 ｏはｙ秘星㎜ｉｃｓ ｒｅｃ⑪ｖｅｒｅｄ．

ｙ＆ｓｏｓｐ 鵬ｔ五ｃ ＆双 釦ｎ没

ｗ 鵡 ｄ油 駆 ⑪ｓ艶 ｏ双 興ｓｔｏＰｅ犯就豆ｙｅｃ雛 鋤 鮒 脇ｔ旋 捷ｒ五ｚ誠五〇狐。好敏亘鰯 漉： Ａ ７企ｙ 錫 ㈹ 蝿 狐 鋤 ｗｉｔｈ ｈｙ興 雌 鋤ｓ豆ｏ双， 鋤 蟻 鵬

ｐｅＣ鮒１Ｓ苧鋤ａｄ協 晦Ｓ 鵬１腕Ｓ榊該ＳＳＣ蛙 砒 蜘 娩 醐 曲 聰 Ｍ ｐ独Ｃ撒ｔ１ＣＯ施⑪曲 鵬ＣｔＯ搬ｙ．亙Ｓ㈱ 搬 蛇 飾ｉ碗 掩 駁双直

曲 興 赫 鵬 ｈｙ虹ｏｃｈ１脱 湿８ ｗｅ蛇 鉢 悦 荻 わｙ亘鮒 蝸ｖｅ肌ｏ鵬 五雄 鵬 め双．Ｖｅ就
地 ω 雛 ｔ雛ｈｙｃ雛ｄｉ＆ ｏｃｃ雌 鵬 昼！０ 赫 蝸 旋ｓａｆｔｅｒ

五孤ｃ妻ｓｉ⑪双．Ｔｈ蓬Ｐ誠孟鋤充 鵬 鵬曼ｙ 純 曲ｆ量わ刮且就玉ｏ烈，ｈ 曲ｃ銚 鵬，ηｏ鵬 亟 鯛ｐ 版ｉ鵬司 鋤 忍 ｃ雛 出 脱 ㎜ 鎚ｓ＆雛．Ｃ 脱ｏ双雛ｙ ｖ脇ｏｓｐ鯛 胴

ｗ 鯛 ｓ鵬 鯉ｃｔ飼亭ａ
鎚 紬ｃ砿 狐 醐 概ａｓ 敏ｙ８巫。漂 磁量搬 ㍑：Ａ ３９－ｙ艶 篶ｏ蝸 ㎜ 狐 醐 由ｒｗ 鋤ｔａ ぬｐ狐ｏｓｃ哩 虻 ｃｏ蛤ｃｙｓｔｅｃｔｏηα汎

ＳＴ 搬 塁㎜ｅ耐 ｅ蛤ｖ就豆ｏ双，ｖ鋤ｔｒ
ｉｃω 服 箇 出ｙｃ孤ｄ豆＆、 鋤

ｄ ｖｅ双ｔ批 ω 雄 脆 湖至就五〇狐 ｄｅｖｅ１ｏｐｅ忍 ｐｏｓｔｏｐｅｒａｔ童ｖｅ丑ｙ． Ａｆｔ既 楡一

な 狐 餓⑪ｕｓ五雌 鵬ｉｏ狐 ｏｆ豆ｉ曲ｃあ 鵬 鵬 ぱ 由 飾 拙豆説五〇ｎ，ｎ脱 ㎜ 釧 ｓｉ独 鵬 出ｙｔｈ㎝ ｗ 船 蛇ｓｔ破 酌簑ａ湿 ＳＴ－ｓｅ塁㎜ｅ破 ｅ至ｅｖ説ｉｏｎ

τｅｓ⑪１ｖｅｄ．
鐵亘§㊧魎ｓｓ亘鰯 鵬 Ｉｎ故浸⑪Ｐｅｒ駁ｔｉｙｅ ｃ◎ｒ◎豚＆ｒｙ ｖａｓｏｓＰ忽ｓ搬 ｃ浸臓 ｂｅ ｃ＆蚊ｓｅｄ ｂｙ ｓｈ銚玉ｏｗ 温瓜ｅ銚 血ｅｓ五訟 ｈｙｐｅｒｖｅ狐ｔ亘豆ａｔめｎ，

血ｙｐｏｔｅ双ｓ量ｏ双宇
ｖ＆ｓｏｐκｅｓｓｏｒ 該組幻α豆赫ｓｔｒ＆ｔおｎ，

＆ｎ直 ｖ＆蜜滋 ｓｔｉ幻αω＆ｔｉｏｎ，
丁 血竃 ｐ８航ｏｐ窪ｆ盆ｔｉｙｅ 滋ｓ虻 ｏｆ ｃｏｒ⑪双盆ｒｙ ∀獄ｓｏｓｐａｓ 醐

ｓｈｏ搬 ｂｅｂ雌鵬１ｎ㎜１砥 碑蔓ｔ１ｃω雛１ｙ１岬 欲１鋤ｔ撒ｔ出 肘破ｉｓｃ旋㎜虻ｈ鮒ｔ昼ｉ搬ｓｅ，

臨ｙ 醐 紬§：ＣＯ更Ｏ蝸 町Ｖ獅Ｓ興Ｓ㎜亨Ｃ雛 搬Ｃ駁鵬 説亭鋤ｅＳｔ旋 旋 鵬 鵬 駿 鵬 飲

緒 書

最近、 高齢化や 食生活の欧釆化に伴い艘 虚血性心

疾患を合併 した手術患者が増克ている． 虚血性心疾

患の 既 往 が なく て も亭 高
塩 圧亭 高脂

血 症、 糖 尿 病 な

どの冠動脈疾患危 険因子を有する患者も多くなっ て

おり亭 術前から術 後に至る周術期の心筋虚血に涯意

し な け れ ばな ら な い．
今 固ヨ
手 術 申 に致 死 的 不 整 脈，

心停止を来 し盲 原因
と して冠動脈撃縮と診断された

症例 を経験 したので報告する．

症 鰯

１， 症 倒 兼

患 者１ 鴉 歳女 性、

既往歴：狭心痛様発作の訴完があり宇 心カテーテ

ル検査では冠動脈の有意狭窄はなく， 硝酸イ ソソル
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毛翻 分

鰯ヨ 症例五の麻酔経遇

ビ ドの 貼 布 の みで 経 遇 を み ら れて い た．

現痛歴：胃癌術後の肝転移に対 して全身麻酔下で

の肝切除術が予定された，

麻酔経遇；麻酔 は胸椎窮７， 魯椎 聞より硬 膜外カ

テ ー テ ル を 揮入 し亭
チ オ ペ ン ター ル 。 ベク ロニ ウ ム

で 急 速 導 入 を行 い
亭
維 持 は亜 酸化 窒 素 。 セ ボフ ル 茅

ン
苧 硬 膜 外

吻 テ ー テ ル よ り蟹％ リ 肝吻イ ン の持 続 投

与 を 行 っ た．
麻 酔 経 過 を 図！ に示 した。 導 入後 に 低

侵襲心拍出量測定装置（跳 丁螂 センサ ３輔）を申心

静脈オキシメ トリー吻テーテ ル（Ｐ蝿Ｓ理 申心静脈吻

テ ー テ ル棚） を 組 み 合わ せ た 珊蟹旋ｏ モ ニ タ ー
棚（亙祉

猟雛幽Ｌ旋ｓｃ１髄 鵬 社） を装着 し事 血行動態の連続モ

ニ タ リ ン グを 行 っ た．執刀 か ら約 蝸 分 後 に 突然 の 血

圧猛下宇 心電図上 Ｑ艮Ｓ幅の拡大， 高度の徐 脈から心

静 止 と なっ た， 心 係 数官
一固 鑓 出 量

， 申
心 静脈 酸 素

飽 棚 度 の 著明 な 低 下 を 認 めた． 硫 酸 ア 壮皿
芭 ン
亨
リ

ドカイ ン
艘 エ
ピネ フリ ン の投 与 と 衛 野 か らの 心 マ ッ

サ ー ジ で 蘇生 した． 冠 動 脈撃 縮 を 疑 いヨ
撫 酸 晴パ ミ

ンと硝酸イソソルビ ドの持続静涯を開始したところ

循環動態は回復 したが茱 手衛は申止とし苧 集申治療

室 に 収 容 した。

衛後経遇１衛直後には血清逸脱酵素や心エヨー検

査で 異 常 は 認め な か っ た． 手術 堪 臼 後 ρ 心 カ テー テ

ル検査で冠撃 絡性狭心症を診断された． 硝酸薬壷 カ

ルシウム拮抗薬の内服薬が開始されたが、 手術⑧冒

後の早朝， 再 び冠撃縮発作を起こ したので治療薬の

増 量亭 ニ コラ ン ジル の 投 与 を行 っ た．

蟹
，
症 倒 獲

愚 者 １ 雅 歳男 性
．

既往歴：鑓 歳時より高血圧ヨ 狭心症，６⑬歳時より

糖 尿 病 が あり， イ ンスリ ン を投 与 さ れ て い た． 心 エ

コ ー で は左 室 駆 出 率 鑓 ％呈
左 室 肥 大 を 認 めて い た．

現痛魔：膵頭部癌の診断で膵頭十二指腸切 除術が

予 定 さ れ た．

麻酔経遇：麻酔前投薬は硫酸アト皿芭ンの筋注を

行 っ た．麻 酔 は胸 権 第 ７亨
８権 間 よ り 硬 膜 外吻 テ ー テ

ル を 挿 入 し亨 チ オ
ペ ン ター ル１ ベ ク 浸 ニウ 疹 で 急 速

導 入 を 行 い苧
維 持 は 亜 酸 化窒 素 。 セ ボ フ ル冒 ン苧 硬

膜 外 吻 テ ー テ ル よ り 藪％ リ 狩吻 イ ン の 祷 続 投 与 を

行 っ た． 麻酔 経 遇 を 図 ２ に示 し花． 循 環系 モ ニ タ ー

と して亭 観血的動脈圧お よび申心静脈圧の 連続測定

を 行 っ た． 冠 塩 流 維 持 の 昌的 で 硝 酸イ ソソ ル ビ 肝と

塩 酸 汽パ ミ ン の 持 続 静 注 を 行 っ た。 執 刀 か ら 約 １⑪

分 後 に 心室 頻 摘 を 来 し た
． 除
細 動亭 リ ド

カ イ ン王 ノ

一蛎互一
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團凄 症例愛の麻酔経過

ル エ ピネ フ リ ン の 投 与と 術 野 か ら の 心マ ッ サ ー ジ で

蘇 生 し た， 循 環 動 態 は 回復 した が亘 手 術 は申 止 と し

た． 冠動 脈 撃 縮
を 疑 い苧

ニ コ ラ ン ジル の 投与 を 開 始

して 集 申治 療 室 に 収 容 し た。

⑬． 癒 禰 ３

患 者 ：３⑬ 歳男 性．

現痛歴：数年前から胆石発作を繰り返す危め腹腔

鏡下胆嚢摘 出術 が予定された．

現療：身長 蝸ｃｍ， 体童８９晦

入 院時所見：γＧＴＰが９棚Ｕ／ｌと高値 以外 は異常

所 昆 は み ら れて い な か っ た．

麻 酔 経 遇 ： 麻 酔前 投 薬 は 硫 酸ア ト鶯 ピ ン，
ミ ダ ゾ

ラ ふ の筋 涯 を 行 っ た． 胸 椎 第７亨
９ 椎 間よ り 硬 膜 外

チューブを揮入し硬膜外麻酔併用の全身麻酔を選択

した．
全 身 麻 酔 の導 入 は チ オ ペ ン ター ル 。 ベク 四 ニ

ウ ム で 急 速 導 入 を行 っ た． 維 持 は 亜酸 化 窒 素 。 セ ボ

フ ルラ ン に 適 宜 フェ ンタ ニ ル と ベク ロ ニ ウ 真 を 遣加

投与 した． 腹腔鏡下胆嚢摘出術が施行され。 手術終

了直後に突然モニター 心電図上ＳＴ の上昇を認め，

次第にＳＴ 上昇の程度は大きく なり盲 心 室頻拍 に移

行 しさ らに 心 室 細 動と な っ た， リ 汽カ イ ンの 静 注 お

除細動を施行 したところ正 常洞 調律に復しＳＴ 上昇

も 回 復 した．
しか し
亨
す ぐ に 謹 た １２ 誘 導 心 電 図 で

亙
圭
唖
宇
猟歪誘 導 にお い て ＳＴ 上 昇 の 変 化 が 認 め ら

れ た の で、 申 心 静 脈 路
を 確 保 し， 硝

酸イ ソ ソ ル ビ ド、

ニ コ ラ ン ジ ルお よ び塩 酸 ドパ ミ ンの 持 続 投 与を 開 始

して集申治療室 に収容 した．

術後経遇：術後の循環動態 は安定 しており， 心電

図
冒
胸 部 Ｘ 線 写 真

亨
お よ び 心 エコ ー 検 査 で も異 常 を

認め な か っ た． 覚醒 し亨
意 識 状態 も 間 題 な かっ たの

で
ヨ
気 管 チ ュ ー ブ を 抜 管 した．

術 申 心 室 綱 動 発 症 ６

時間 後 の 血 液 検 査で は
苧
ＡＳＴ
亭
ク レア チ ニ ン キ ナー

ゼ
、
ク レ ア チニ ンキ ナ ー ゼ Ｍ遭苧 な ら

びに 心 筋 ト ロ ポ

ニ ン Ｔ の 上昇 は 昆 ら れ ず，
６ 時 間 お き に 施行 した １蟹

誘導 心 電 図
亨
斑 液 検査 で も 問 題 な かっ た． 術 後 堪 冒

冒に心臓 ＣＴ を施行したが亨 冠動脈の有意狭窄 はみ

られずヨ 荷申の変化は冠動脈撃縮と考完亨 硝酸イ ソ

ソ ル ビ ド＆ ニ コ ラ ン ジル の 投 与 を 行っ た．

考 察

冠動脈撃縮は臼本人に多くみられると言われてい

る三）２）． 麻酔 関 連 の 冠 動 脈撃 縮 の 誘 発 原 因 に は 動 賑 硬

化 に よる 冠 血 管 狭 窄亨
自律 神 経 系 の ア ンバ ラ ンス亨

硬膜外あるいは脊髄くも膜下麻酔な どを含む多くの

因子の関与が示唆されている３）が里誘発因子を特定す

ることは困難なζとが多い， 手術申の冠動脈撃縮の

原 因 あ して
、
浅 麻 酔苧 呼 吸性 ア ル 吻 ロ ー シス簑 低 血

一２５２一
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圧
亭
昇 圧 薬 の 投 与

，
迷走 梯 経 刺 激 な どが考 完 ら れ る唾）．

非心臓手術中での冠撃縮発症症例の報告 （５６例） を

摘 出 し
王
検 索 した 論 文４）に よ る と

王
６０ 歳 代 が ピ ー ク

で亭 男憧に多く， 術申の冠撃縮 が初発であった割合

はγ割を超完ており， 手術およ び麻酔の状況が冠撃

縮の強い誘引 である可能性も示唆される． 麻酔法は

全身麻酔およ び硬膜外麻酔の併用が多く。 手術部位

は 消 化 器 の開 腹 手 術 が 最多 であ っ 花． し た がっ て、

こ れ ら が ｈ㎏血 出虻 駆◎鞭 と考 克 ら れ る．

症例亙と２は動脈 硬偉 による 冠血 管 狭窄 に加 完

て
、
低 血圧
，
昇 圧 薬 の投 与、 硬 膜 外 麻 酔 によ る 自 律

神経系 のアンバランス亭 迷走補経刺激などが考克ら

れる． 硬膜外麻酔併用の 全身麻酔は自律補経系のア

ン バラ ンス を 来 し て， 冠 撃 縮 を 起 こす 可 能 牲 の あ る

症例には危険がある 可能性も考完られた が宝 硬膜外

麻酔併用で術後鎮痛 を行っ危場合には心筋榎塞の発

生 率 が低 下 す る と い わ れて お り５）
，
循 環管 理 を 厳 重 に

行克 ば
、
術 後痩 痛対 策と して は有利 であ ると 思わ れる．

症例３は虚血性心疾患の既往はなかったが， 冠動

脈撃 縮 を 来 し た
．
術 終了 直 後 で あっ た の で， 麻 酔 薬

を滅量 していく段 階で浅麻酔となり宝 覚醒時の頻呼

吸 によ る 呼 吸性 アル カ 奴 一 シス を起 こ し
，
迷 走神 経

優 位 と な っ た こと な どが 考 完 ら れる， さ ら に 肥 満，

脂肪肝な どの冠血管狭窄の危険因子の存在が示唆さ

れていた． 犠に虚斑牲心疾患の既桂や危険因子を有

する場合には属術期に冠動脈撃縮を発症する危険性

も念頭において， 誘引因子ほ留 意する必要があると

考 走 た． ま た，
衛 前 の 冠 動 脈危 険因 子 の コ ン ト四 一

ル も 重 要 で ある と 考 完 ら 牝 た．

術申冠撃縮の有効な治療法についてである が亭 今

固の３症例において冠拡張薬の使用により臨床症状

の速やかな改善を認めた。 術申の冠撃縮は市 申冠撃

縮 と 比 べ
亨 予 後 が 良 好 であ る と 言 わ れ てい る

４）
． こ れ

は王 臨床症状が軽度なのではなく， おそ らく手術申

には常に心電図をモニター し冠拡張薬を即座に使用

で蓄る環境にある ためと考完られる． 冠撃縮の病態

では
圭
ひと つ に は 血 栓 の関 与 も 考 え ら れ てい る３）が，

プラ ーク破 綻が主病態と考克ら れる急性冠症 侯群６）

よりは血栓憧 閉塞の関与は歩ないので亭 冠拡張薬に

よる速やかな固復 が期待される 陀 言われている．

緒 語

虚血牲心疾患の危険因子を有する場合には周 術期

における冠撃縮を発症する危 険性も念頭においた管

理 が 必 要 であ る．

荷前の冠動脈危険因子のコント蘭一ルは冠撃縮予

防の観点からも重要であると考完られる．

本論 文の 要旨 は第３３９国東 京女 子 医科 大 学学 会 例 会

（凄ｏ⑪９年婁月、 東京） にお いて報告 した、
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